
    　 熊本県感染症情報（1 1 月1 0 日 ～1 1 月 1 6 日 ）

情報提供：熊本県健康福祉部　健康危機管理課

◆◆◆保健所別発生状況（インフルエンザ・小児科・眼科・基幹定点）◆◆◆

県内の患者数
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報告が多い
　感染症

KKT 熊本県民テレビ　医療サイト事務局

  大きな流行が発生又は継続しつつある地域
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手足口病

◆◆◆保健所別発生状況（インフルエンザ・小児科・眼科・基幹定点）◆◆◆

KKT 医療ナビ！Ｄｒ. テレビたん

◆◆◆年齢別発生状況（インフルエンザ・小児科・眼科・基幹定点）◆◆◆

保健所名 ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ
RSｳｲﾙｽ

感染症

咽頭

結膜熱

A群溶血

性ﾚﾝｻ球

菌咽頭炎

感染性

胃腸炎
水痘 手足口病

伝染性

紅斑

突発性

発しん
百日咳

ﾍﾙﾊﾟﾝ

ｷﾞｰﾅ

流行性

耳下腺炎

急性出血

性結膜炎

流行性角

結膜炎

細菌性

髄膜炎

無菌性

髄膜炎

ﾏｲｺﾌﾟﾗｽﾞﾏ

肺炎

ｸﾗﾐｼﾞｱ

肺炎

感染性

胃腸炎
（ﾛﾀｳｲﾙｽ）

熊本市保健所 56 5 11 62 4 15 1 18 3 2 1

山鹿保健所 1 2 20 1 7 1 * *
菊池保健所 3 12 15 13 51 5 15 8 1 2 3

阿蘇保健所 5 * *
御船保健所 1 8 * *
八代保健所 14 2 1 28 3 4

水俣保健所 3 2 * *
人吉保健所 1 1 32 2 1 * *
有明保健所 1 8 1 55 8 6 5 1

宇城保健所 9 1 7 7 1 1 * *
天草保健所 1 1 16 1 1 2 4

計 4 106 27 33 284 22 32 0 39 0 6 3 0 21 3 2 1 0 0

： 人吉

　今週の感染性胃腸炎報告数は、前週より84件増え
283件でした。地域別に見ると、菊池、山鹿、有明で多く
報告が見られます。感染性胃腸炎は、例年１２月から
１月にかけて流行のピークを迎えますので、今後さらに
感染が拡大していくと予想されます。
　冬場に流行する感染性胃腸炎の原因の多くは、ノロ
ウイルスやロタウイルスなどのウイルスによるものです。
特にノロウイルスは感染力が強く、少量でも発症する
のが特徴です。ノロウイルスによる感染性胃腸炎はヒト
からヒトへの感染と、汚染した食品を介しておこる
食中毒に分けられます。感染から発症までの期間は2
4～48時間で、主な症状は吐き気、嘔吐、下痢、腹痛、
微熱です。通常、これらの症状が1～2日間続いた後に
治癒しますが、子どもやお年寄りなどでは重症化する
ことがありますので、特に注意が必要です。

ノロウイルスに
注意しましょう

感染性胃腸炎が
増加しています

1.最も大切なことは手を洗うことです。
　特に食事前、トイレの後、調理前後は、石けんでよく手を洗いましょう。石けん自体には
　ノロウイルスを直接失活化する効果はありませんが、手の汚れを落とすことにより、
　ウイルスを手指から剥がれやすくする効果があります。アルコール消毒は、風邪や
　インフルエンザなどの予防には効果的ですが、ノロウイルスにはあまり効果がないと
　いわれていますのでご注意ください。

2.便や嘔吐物を処理するときには、衛生面に注意しましょう。
　感染した人の便や吐物には大量のノロウイルスが含まれています。
　これらを取り扱うときは使い捨て手袋、エプロン、マスクを着用し、衛生面に十分に注意
　しましょう。
3.食品からの感染を防ぎましょう。
　一般にウイルスは熱に弱く、加熱処理はウイルスの活性を失わせる有効な手段です。
　ノロウイルスの汚染のおそれのある二枚貝などの食品の場合は、85～90℃以上で90秒
　以上の加熱が望ましいとされています。また、調理器具や調理台はいつも清潔を
　保ちましょう。

予防対策

今週 前週 今週 前週

　インフルエンザ 9 7 　百日咳 0 0
　ＲＳウイルス感染症 98 95 　ヘルパンギーナ 7 2
　咽頭結膜熱 16 9 　流行性耳下腺炎

　（おたふくかぜ）
8 7

　Ａ群溶血性レンサ球菌
　咽頭炎

52 59 　急性出血性結膜炎 0 0
　感染性胃腸炎 283 199 　流行性角結膜炎

　（はやり目）
8 9

　水痘 73 31 　細菌性髄膜炎 0 0
　手足口病 39 39 　無菌性髄膜炎 1 0
　伝染性紅斑
　（りんご病）

0 3 　マイコプラズマ肺炎 3 0
　突発性発しん 38 35 　クラミジア肺炎 0 0

　感染性胃腸炎
   （ﾛﾀｳｲﾙｽ）

0 0

熊本市保健所 5 37 2 19 43 18 11 15 2 7 1
山鹿保健所 24 6 1 * *
菊池保健所 14 4 12 67 11 7 5 2 1 1
阿蘇保健所 3 2 * * 1
御船保健所 22 1 * *
八代保健所 6 2 33 7 5 1
水俣保健所 2 2 3 1 1 * *
人吉保健所 4 2 7 7 3 17 1 6 * *
有明保健所 2 1 4 1 53 2 5 1
宇城保健所 2 23 6 22 17 4 4 * *
天草保健所 11 2 2 7 7 1 3 1

計 9 98 16 52 283 73 39 0 38 0 7 8 0 8 0 1 3 0 0

インフルエンザ定点 合計
0～5

ヵ月

6～11

ヵ月 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳 ７歳 ８歳 ９歳 10～１４ １５～１９ ２０～２９ ３０～３９ ４０～４９ ５０～５９６０～６９ ７０～７９
８０歳以

上

インフルエンザ 9 3 1 2 1 2

小児科定点年齢 合計
0～5

ヵ月

6～11

ヵ月 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳 ７歳 ８歳 ９歳 10～１４ １５～１９
２０歳以

上

RSウイルス感染症 98 19 15 41 17 3 2 1
咽頭結膜熱 16 9 2 1 1 3
Ａ群溶血性ﾚﾝｻ球菌咽頭炎 52 1 1 5 6 8 9 9 7 2 3 1
感染性胃腸炎 283 5 22 43 28 23 19 18 23 11 13 10 32 11 25
水痘 73 2 12 15 14 10 7 7 3 1 1 1
手足口病 39 1 14 12 6 3 1 1 1
伝染性紅斑 0
突発性発しん 38 10 27 1
百日咳 0
ヘルパンギーナ 7 2 1 1 2 1
流行性耳下腺炎 8 1 1 3 2 1

眼科定点年齢区分 合計
0～5

ヵ月

6～11

ヵ月 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳 ７歳 ８歳 ９歳 10～１４ １５～１９ ２０～２９ ３０～３９ ４０～４９ ５０～５９６０～６９
７０歳以

上

急性出血性結膜炎 0
流行性角結膜炎 8 2 2 3 1

基幹定点年齢区分 合計 ０歳 １～４ ５～９ １０～１４ １５～１９ ２０～２４ ２５～２９ ３０～３４ ３５～３９ ４０～４４ ４５～４９ ５０～５４ ５５～５９ ６０～６４ ６５～６９７０歳以上

細菌性髄膜炎 0
無菌性髄膜炎 1 1
マイコプラズマ肺炎 3 1 1 1
クラミジア肺炎 0
感染性胃腸炎（ﾛﾀｳｲﾙｽ） 0


